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1社でも多くの企業から頼っていただくために、
質の高い技術習得と研究開発に邁進したい

　幅広い技術的なサポートで中小企業
の発展を支援するという都産技研に魅
力を感じ、転職しました。自分には敷居
が高いのではないかと躊躇する気持ち
もありましたが、今となっては思い切って
採用募集に応募してよかったと思って
います。
　入所後３年間は、情報技術グループ
において無線センサネットワークに関す
る研究を行っていました。その後、電子・
機械グループに異動し、引き続き無線セ
ンサネットワークの研究開発や講習会を
行っています。中でも、組込みマイコンの
ソフトウェア開発を専門としています。特
に、IT分野は、日進月歩で新しい技術が
開発されるため、常に技術習得や情報
収集が欠かせません。また、情報収集に
ついては、IT分野に限らず、業務内容に
よっては、自分の専門外の知識が必要
となる場合もあります。
　農業利用を想定した無線センサネット
ワーク開発に携わった際には、農業に
ついての基礎的な知識の必要性を感

じ、（公財）東京都農林水産振興財団 
東京都農林総合研究センターを訪問し
ました。それがきっかけで、現在は共同研
究に発展しています。

　研究開発はもちろん、依頼試験や機
器利用でお客さまと接するのも私の大
切な仕事です。一番やりがいを感じるの
は、お客さまの抱えていた問題が解決
し、「ありがとうございました」というお礼
の言葉をいただくことができた瞬間で
す。私の仕事が中小企業の方々のお役
に立てていることが実感でき、やりがい
を感じます。
　私たち都産技研は、中小企業の成
長を重視した対応が求められていると思
います。このような支援を民間企業が行
うことは難しく、都産技研は社会的に価
値の高いものだと自負しています。
　研究開発についても、中小企業での
事業化を見据えて行う必要があります。
それを実現するために、これからも日々、
幅広い知識、高度な技術習得に邁進し
ていきます。

植物の細胞壁を構成するCNFは、
植物繊維をナノサイズまで細かくほぐす
ことで得られます。CNFは非常に高い
強度を持つ物質で、プラスチックの補強
材としての利用が期待されています。鉄
鋼材と比較して、1/5の軽さで、弾性率
で約2/3、強度で8倍の強さがありま
す。現在、FRPと呼ばれる繊維によって
強化された樹脂材料が、その成形性の
良さや軽量性から広く使われています。
FRPの補強用繊維として使われている
アラミド繊維やガラス繊維と比較しても、
CNFの特性には遜色がありません。昭
和60年代には、こうしたCNFの特徴
がすでに知られていましたが、最近まで
補強用繊維として活用するための研究
は、ほとんど行われてきませんでした。
「紙の原料であるパルプを補強用繊
維に用いる研究は行われていましたが、
パルプをさらにCNFにまでほぐして使お
うというアイデアはありませんでした。平
成12年頃より、ナノレベルの研究が進
み、バイオマスへの関心の高まりととも
に植物由来のCNFにもようやく注目が

集まるようになったのです」（京都大学
矢野 浩之氏）。
また、CNFの生成において、平成
18年に東京大学 磯貝 明氏が発表し
た TEMPO酸化処理※の発見により、
容易に研究用CNFを入手できるよう
になったことも大きいといいます。

しかし、CNFは、生産コストが課題で
した。CNFの原料となるパルプ（約50
円/kg）の安さが活かされていなかった
のです。生産コストを比較すると、炭素
繊維が約3,000円/㎏、ガラス繊維が
約300円/kgなのに対し、CNFは約
5,000円/kgと高額です。
「コストのかかるナノファイバー化の
工程を、樹脂との複合化と同時に行う
技術を平成24年に開発し、大幅なコ
ストダウンへの道筋が見えてきました。
千葉県の龍ヶ崎にパイロットプラントを
立ち上げ、実用化に向けたサンプル供
給を始めています。将来的には、ガラス
繊維とほぼ同等のコスト水準の実現を
目指しています」。
生産コストを抑える目処が立ったこと

で、「CNFは、ガラス繊維などの代替品
として、早晩市場に登場するのか」とい
う問いに、矢野氏はまだハードルがある
といいます。
「CNFの熱変成温度は170℃と低
く、FRP用の樹脂として多く用いられる
ナイロン6の溶融温度230℃に達して
いません」。
そのために、熱変成温度をより高め
たCNFの開発に取り組み、従来の紙
用パルプとは異なる、新たなパルプの
研究開発が製紙会社などと連携して
進められています。

CNFは、国が推進する林業の成長
産業化への寄与が期待されています。
矢野氏は、その可能性を次のように構
想しています。
「現在、日本の森林蓄積量は、植林な
どにより人工林で毎年約7,500万㎥ず
つ増えています。この人工林を有効活
用する手段の一つがCNFだと考えて
います。増加分から生み出せるCNFは、
約1,500万トンと試算され、日本国内で
製造されるFRPの補強用繊維すべてを
CNFでまかなえる可能性があります」。
また、廃棄における環境負荷という点
においても、焼却が可能なCNFは有利
です。焼却できないガラス繊維を使用し
たFRPは、ほとんどが埋め立て廃棄と
なっています。
持続可能な地球環境の実現に貢献

し、かつ日本の持つ森林資源の有効活
用が期待されるCNF。早期の実用化が
望まれています。
※TEMPO酸化：TEMPO (2,2,6,6-tetramethyl-1-
piperidinyloxy radical) を触媒に用い、セルロースを
容易にほぐす処理技術

環境に優しい産業用繊維として研
究が進められているセルロースナ
ノファイバー（以下CNF）。その取
り組みを紹介します。

最近注目されている技術を
取り上げてご紹介します

学生時代は情報技術を専攻し、
ライントレースロボットの開発研究
を行う。趣味はデカ盛りグルメ巡り
とランニング。
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企業成長を重視した
対応を心がける

「新訂 新C言語入門 シニア編」
林晴比古／SBクリエイティブ ISBN 4-7973-2562-3
組込みソフト開発のバイブル本です。
※都産技研本部図書館でも閲覧いただけます。
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